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健康と食餌 

 

 人々は、肉体の病気と精神の病気という二種類の病に苦しみます。徳の育成がその両

方の病を癒すというのは、特徴的な事実です。肉体の健康は精神の健康にとって必須で

あり、精神の健康は肉体の健康を確かなものにします。悲しみと損失に際しての不屈の

態度、善をなすための熱心な精神、自らの能力の限りを尽くして奉仕すること―これら

は心（マインド）と体の両方を丈夫にします。体と心は密接な相互関係にあるのです。 

サティヤ サイ ババ 

 

ロバートと私は、以前から、症状だけを治療するより、病気の原因を予防することに

焦点を合わせた健康の伝承に興味を抱いてきた。その結果、私たちは逆症療法よりも代

替医療〔鍼、灸、漢方、整体などの総称〕の方をより好んでいる。 

 

聖なる診断医 

 スワミと共に過ごした初期のころ、スワミは肉体の健康を維持するための浄性の食べ

物の重要性について、数多くの助言を与えてくださった。一般の御講話の中で、スワミ

は広範囲にわたる従うべきガイドラインをお与えになっている。しかし、長年スワミの

指導を守ってきた後、健康問題に関する指示は一般論に過ぎないということがわかった。

スワミのような名診断医がいれば、一般論が必ずしも個人に適用されるとは限らないの

だ。 

 

 私たちの過去を見抜く力をお持ちのスワミは、ある病気が、償う必要のある過去の行

為の結果であるかどうかをご存知なのである。 

 

 しばしば、神の恩寵によってスワミはカルマ的な結果を変更し、苦しみを軽減なさる。

私の義母が痛みを伴う病気で死にかけていた時、スワミは、自分がその痛みを取り除い

たので彼女はもう痛みを感じていない、と私たちにおっしゃった。そして、私たちが義

母を助けることのできる最善の方法は、祈りによるものであることを付け加えられた。 

 

 別の事例では、ある精神障害を持つ若者があまりにも狂暴であったため、ストレート

ジャケット〔狂暴な人の両腕を自由に使えなくするための上着〕を着せて彼の腕を抑え

なくてはならなかった。スワミは若者の母親に、彼が拘束服を着る必要がなくなるよう

にスワミが彼の暴力を弱めるけれども、その狂暴な精神状態を取り除くことはできない

とおっしゃった。それは、その若者が前世でドイツのヒットラー親衛隊の将校として行

った、残虐な行為の結果だったのだ。 
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 ある友人に代わって、私は彼女の状態がカルマ的なものかどうかをスワミに尋ねたこ

とがある。その友人は絶え間ない背中の痛みを取り除くために手術をしたのだが、痛み

はずっと続いていた。数多くの代替療法を試みて失敗した後、彼女は自分のカルマがそ

の痛みを引き起こしているのかどうかを知りたがっていた。それはカルマではなく、む

しろ医者たちが犯した誤りのせいだ、とスワミはおっしゃった。 

 

 危険かつ自殺願望のある精神病の徴候を示していたある若者の別の事例では、悲嘆に

暮れたその若者の母親が、スワミの助けを求めて私に頼んできた。私はその母親がスワ

ミ宛てに書いた手紙を持って行った。手紙を渡すとスワミは封を開けもせず、「彼女は

息子を心配しています」とおっしゃった。私からの説明も手紙を読むこともなく、スワ

ミは、彼の問題は精神的なものではなく、純粋に体調によるものだと述べられた。その

情報から、母親は彼の体調をすぐ平常に回復させることのできるアーユルヴェーダ医の

元へ息子を連れて行った。スワミはその若者に関するコメントの中で、「ドアと窓」に

言及されたのだが、私たちにはその意味がわからなかった。しかし、私がそのことを伝

えると、母親は私に、息子は実際には存在しない「ドアと窓」を見ていたのだと教えて

くれた。 

 

 別の機会に、発作を起こす息子を持つ、ひどく困惑した母親の手紙をスワミに手渡し

た。この事例では、スワミはその手紙の中で母親が息子の治療のための「お金」を見つ

けるためにスワミの恩寵を求めている部分を大声で読み上げ始めた。スワミは「お金」

という言葉を強調した後、その手紙を下に置いて、後ほど話そうとおっしゃったのだが、

少なくとも私たちに、その件についてお話しになったことは一度もない。 

 

 時おり、スワミの診断は通常の医学的診断とはどうしても矛盾する。多くの場合、病

気の由来や本質をもっともらしく発見できる人間などいない。私の母は、多くの検査を

受けた後、医師から目の中にヘルペス〔疱疹〕があり、おそらく視力を失うだろうと言

われたのだが、スワミは母の症状は蜂に刺されたことによるものだとおっしゃり、ヴィ

ブーティを物質化して母を癒された。かつて、母がインドのスワミの元を訪れていた時、

私はアメリカ合衆国の医師たちから、胸部に見つかったしこりのバイオプシー（生体組

織検査）を受けるよう強く勧められていた。私は母にスワミのアドバイスがほしいと頼

んだ。返ってきた答えは、「心配しないよう娘に伝えなさい。それはただの凝縮した母

乳に過ぎません」というものだった。これは、私が息子に授乳してから 15 年後のこと

だった。後にあるインタビューのとき、女性が子どもを産んで母乳を与えないでいると、

それが癌の原因になることがある、とスワミはおっしゃった。 

  

スワミはよく帰依者たちに医師のアドバイスに従うよう促されるのだが、正反対のア
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ドバイスをお与えになることもある。ある家族が、最近癌から回復した娘の癌が再発し

た場合に備えて、将来の治療に必要な骨髄組織を保存するための骨髄抽出を行うという

医師の要請に応じるべきかどうかをスワミに尋ねた。スワミは「キャンサー〔癌〕はキ

ャンセルされ、全部消えてしまった」ため、その必要はないとおっしゃった。 

 

食餌 

 一般的な指針を与えてはいても、スワミは一人ひとりに特別な、異なる食べ物をお勧

めになる。牛乳はサットワ（浄性）と考えられているが、スワミの親族の一人には胃に

よくないので飲まないように忠告し、私の母には大量に飲むようにお勧めになっている。

マンゴーや米も浄性の食べ物ではあるが、私の娘には有害だとおっしゃった。アーユル

ヴェーダの伝統医学には、体を冷やす食べ物と温める食べ物とがある。スワミは多くの

場合、特定の人の体調に最もふさわしい適切なバランスを推奨なさる。西洋では、食べ

物やスパイスやハーブで病気を治療し予防する古来のアーユルヴェーダの実践に、人々

が慣れ親しんでいない。インドでは、アーユルヴェーダは何千年もの間、研究され、実

践されてきている。 

 

 西洋人帰依者たちとのあるインタビューで、スワミはサーダカ〔霊性求道者〕が守る

べき基本的な食餌の規律を指示なさった。 

・どんな種類の肉にも五感の意識があり、摂取すれば、その摂取した動物の下等な本能

が人に伝わるため、どんな種類の肉も避けるべきである。 

・牛乳とカード〔凝乳／ヨーグルト〕は必要なたんぱく質である。しかし、中庸を守り、

毎日コップ 1杯を 2回とする。 

・卵はよくない。特に黄身は癌の原因になり、サットワ〔浄性〕ではない。しかし、白

身は浄性である。 

・果物、野菜、ナッツ類はサットワの食べ物として推奨される。 

・チリ〔唐辛子〕は怒りを引き起こすとスワミはご説明になり、アシュラムのキャンテ

ィーン〔食堂〕の食べ物は香辛料が強すぎるが、インド人帰依者たちが「外で」、「汚

い」ホテルで食べるという二つの弊害よりは害が少ない、と付け加えられた。 

 

スワミは、ご自身の簡素な食餌は、ご飯と野菜とサンバル〔南インドのスープ〕で、

濃厚なカレーや唐辛子なしのものだ、と言い添えられた。スワミのお気に入りの常食は

ピーナッツのチャツネを添えたラギー サンカティ（半固形の稗粥）である。しかし、

その場に居合わせた西洋の帰依者たちがスワミの例に倣うことは期待していない、とお

っしゃった。 
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 浄性の食べ物とは、口から取り入れる食べ物だけでなく、五感という入り口を通って

取り入れる一切のものの純粋性にある。私たちが食べるもの、呼吸するもの、見るもの、

聞くもの、感じるもの、それらすべては、尊敬、謙虚さ、バランス、平常心、簡素さを

増進するものでなければならない。心は健康と幸福の鍵であるため、逆に五感を通して

心に悪影響を与える汚れを許さないように注意しなくてはならない。 

 

 かつて、スワミはある帰依者に、「あなたは疑いを持っていますね」とおっしゃった。

その帰依者がどこから疑いが生じるのかを尋ねると、スワミは「まずサットワ〔浄性〕

でない食べ物、ラジャス〔激性〕の食べ物から生じます。次に、仲間と環境から生じま

す」と助言なさった。こうして、スワミは清らかな食べ物と良い仲間の重要性を強調さ

れたのである。 

大気、水、食べ物の汚染は癌の原因になる、とスワミは私たちに教えてくださった。

それに応えて、「ではどうすればよいのでしょう？」と私は尋ねた。私は空気清浄機や

浄水器の提案を予想していた。代わりに、スワミの助言は、ポジティブ〔肯定的〕な思

考と正しい行動を維持することが何らかの防御になる、というものだった。精神状態〔心

の状態〕の重要性は、健康の必須条件として、スワミとの対話の中で定期的に力説され

てきた。また別の折、スワミは私たちにこうおっしゃった。「神はポジティブ〔陽極・

肯定〕です。この世はネガティブ〔陰極・否定〕です。良い思考と良い行動によって、

利己主義とネガティブをポジティブに置き換えなさい」 

 

 友人の偏頭痛の原因として、スワミは心にも言及なさった。私たちの大切なある友人

は、一緒にインタビューを受けた時、長年彼を苦しめている偏頭痛について尋ねた。ス

ワミの答えは、「あなたはいつも過去や未来や自分の研究について考えてばかりいます。

考えすぎです。過ぎてしまった過去や不確かな未来ではなく、現在にいなさい」だった。 

 

 私は、子宮癌を患っているカリフォルニアの友人に代わって、スワミの助言を求めた。

私たちがインドへ旅立った時、その友人は放射線治療を受けるかどうかを決めかねてい

た。スワミは、放射線治療はもうすでに始まっていると述べられ、インタビューの後、

私はアシュラムから彼女に電話をかけて、それが真実であることを知った。その時スワ

ミは、女性が 50 歳あたりで閉経すると子宮に癌が発生する可能性がある、とおっしゃ

った。それは身体が自己浄化を停止するせいですかと尋ねると、スワミはそれに同意し、

医者たちは理解していない、と付け加えられた。私は以前、あるアーユルヴェーダ医師

から、女性の月経は身体が自らの毒素を取り除く手段である、と聞いたことがあった。 

 

思考の力 

 癌の原因は何かと尋ねると、スワミはお答えになった。 
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「90 パーセントは心的なものです。癌はマッド・モンキー・マインド〔狂った猿の心〕

によって作られます」。スワミは「90パーセントは心的なものです」とおっしゃった時、

「心的」を強調しながらきっぱりと断言されたので、その言葉の力は即座に忘れていた

真理を私に思い出させた。スワミの前提の言外の意味に一撃をくらい、私は尋ねた。「で

は、癌は心〔マインド〕を使って癒すことができるのですか？ 」スワミは返答なさっ

た。「ええ。心は〔癌を〕癒すことができます」 

 

以前「恐怖と怒りが病気の主な原因である」という御言葉を読んだ時には、それを直

接スワミから聞いた時ほどの深い衝撃はなかった。その時まで、私は心が身体の健康に

及ぼす力の程度と大きさをあまり理解していなかった。その時以来、私は、自滅的、否

定的思考や感情に耽らないことが重要なのだと理解している。そのような思考は、最初

の段階で捕らえれば止めることができる。最初にその自滅的、否定的思考の形成が心に

湧き起こった時、心がさらにその方向に進むのを許さないようにするのだ。そのような

否定的思考をくよくよ考えれば考えるほど、心をコントロールするのはさらに難しくな

り、やがて、心は勝手に面白い話を作り上げ、感情を活性化させ、私たちを罠に陥れる。 

 

 もし注意深く、丹念に自分の信念の仕組みを調べてみれば、私たちは自ら真実として

無意識に受け入れている数多くの想念を発見することだろう。これらの想念は、社会的

な条件づけや両親の信念から取り入れられてきたものだ。身体はうやうやしく心からの

指令を受け入れ、その後、私たちが信じたものが身体の上に現れる。もし風邪を引くと

信じていれば、身体はどうしても風邪をこじらせざるを得なくなる。伝染病が発生した

時、実際にその病気で死んだのは 2、3 人だけだった、とスワミはおっしゃった。大多

数の人は、その伝染病に罹るという恐怖心から死んだのだ。実際、スワミは、死全体の

98パーセントは病気や死への恐怖心に由来するものであり得る、とおっしゃっている。

それゆえスワミは、病気や死を引き寄せる場として働く「否定的思考」を避ける重要性

を強調なさっているのだ。 

 

私たちの人となりや心に抱いているものが、自分のエネルギーの場に引き付けるもの

を決定する。もし私たちが恐怖に波長を合わせていれば、ラジオの周波数のように、あ

らゆる恐ろしいものが、合わせたチャンネルに注ぎ込まれ、恐怖を増大させていく。思

考は引き付ける磁石であるばかりか、とても人に伝染しやすいものであり、それに打ち

勝つための霊的意志を持つ断固たる行動を要することが多い。 

 

西洋では、私たちの心や信念の体系に及ぼすマスコミの影響力を打ち消すだけでも、

毎日の難題である。聞いたことをやみくもに受け入れず、その想念が無意識に心の中に

入り込まないようにしなければいけない、ということをすぐに思い出さなくてはならな
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い。世間での生活はアシュラムでの生活ほど平和なものではないが、世間で生活をする

上での難題の数々は、成長のための素晴らしい機会を与えてくれる。スワミがおっしゃ

ったように、霊的生活は弱さではなく強さ、つまり「強靭な神経」を要するものなのだ。 

 

「１オンスの予防は１ポンド〔16 オンス〕の治癒に値する」という格言どおり、ス

ワミは、マスメディアの影響、特にテレビ（テレヴィジョン）に身をさらすのを避ける

よう忠告なさっている。スワミは、テレビを「まったくの毒」（テレヴィシャム）とお

呼びになる。 

 

 信心こそがあらゆる治癒の主要な部分であることを知りながら、スワミは、今日の世

界で最も感銘を与える最先端技術を備えた病院をいくつか建設なさった。非常に熟練し

た献身的な医師たちが、複雑で、しばしば最前線でもある外科手術を執刀している。患

者たちは、最も進化した快適さと栄養を体と魂に与えられる。一度、アシュラムを訪れ

ていた時、スワミは私たちにシュリ サティヤ サイ高等医療機関、すなわちプッタパル

ティの新しい高度専門病院を訪れるように勧められ、その手配をしてくださった。私は、

一日その病院を見学して回った後、自分がこの目で見た、スワミに不治の病を癒された

大勢の人々ことを思い、なぜスワミがいるのに病院が必要なのだろうと不思議がった。

その後すぐに、スワミになぜ病院を建てたのかを尋ねてみた。スワミの回答は意味深長

なものだった。「すべての人が神を信じているわけではありません。薬や医者だけを信

じている人もいるのです」。 

 

無類のユーモアを持って、スワミはある帰依者のほうを振り向いてお尋ねになった。 

「あなたはラムを飲みますか？」その帰依者は不意を突かれ、驚いた口調でこう答え

た。「いいえ、スワミ、私はお酒を飲みません！ 」すると、スワミは笑っておっしゃっ

た。「ラムとは、薬を常用することです」〔RUM＝ Regular Use of Medicine〕 


